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令和６年度（2024年度）当初予算の概要

〜ふるさと秦野の輝く未来へ、
歩みを加速させる予算〜

1
秦野市

新年度予算のポイント

2

全国屈指の森林観光都市
の実現
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新年度予算のポイント

3

全国屈指の
森林観光都市

小田急線４駅周辺の
にぎわい創造

表丹沢の魅力づくり
～水とみどりに育まれ誰もが輝く暮らし

よい都市（まち）を目指して～

女性とこどもが住みやすいまちづくり

令和６年度の主な取り組み

▶ 健康で安心して暮らせるプロジェクト

▶ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト

▶ 小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト

▶ 新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト

▶ 新たな日常創造プロジェクト

▶ 横断プロジェクト「移住・定住活性化プロジェクト」

秦野みらいづくりプロジェクト（５つの誓い2022）

4

～水とみどりに育まれ誰もが輝く暮らしよい都市（まち）を目指して～
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各会計の予算規模

予算総額 1,033億3,300万円（＋4.5％）
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全 会 計（４年連続）
一般会計（６年連続）

一般会計 605億8,000万円（＋9.0％）

＞令和6年度末の財政調整基金残高は、目安とする３０億円を確保

初の1,000億円超え
（ ）内は、前年度⽐増減率

各会計の予算規模

①一般会計 605億8,000万円（＋9.0％）

②地方公営企業会計 84億3,100万円（△10.1％）
【水道事業・公共下水道事業】

③特別会計 343億2,200万円（＋1.2％）
【国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療事業】

（ ）内は、前年度⽐増減率
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一般会計予算の概要
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【主な歳入】

市税 219億円（△3.1％）
※定額減税の減収を7億円と見込む。定額減税の減収がない場合は、昨年度と同額の226億円

◎過去最高は、平成20年度当初予算 258億2,900万円

市税以外
①普通交付税 57億3,000万円（＋13.6％）
②臨時財政対策債 3億円（△46.2％）
③市債（②を含む） 47億5,750万円（＋92.7％）
④財政調整基金繰入金 16億1,776万円（△11.4％）
⑤定額減税による減収の補填として、地方特例交付金を７億円増

①と②の合計

60億3,000万円

(＋7.6％）

（ ）内は、前年度⽐増減率

一般会計予算の概要

・

【主な歳出】

義務的経費 314億1,445万円（＋3.8％）

①人件費 111億2,851万円（＋ 8.8％）
②扶助費 169億2,842万円（＋ 7.6％）
③公債費 33億5,752万円（△21.7％）

普通建設事業費 75億9,022万円（＋77.0％）

主な建設事業
・文化会館の特定天井の改修等 14億9,716万円
・共同消防指令センターの整備 10億8,220万円
・菩提横野線・矢坪沢水路の整備

及び戸川土地区画整理組合(仮称)への支援 7億3,181万円

（ ）内は、前年度⽐増減率
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1 健康で安心して暮らせるプロジェクト

市民共有の財産である水とみどりを守り育て、生かすことにより、恵まれた自然環

境と共生した秦野らしさのあるまちづくりを推進

◎ 脱炭素に関する情報を集約するポータルサイトの立ち上げ 106万円

○ 市庁舎等の照明設備のＬＥＤ化 3億1,865万円

◎新規、〇拡充
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1 健康で安心して暮らせるプロジェクト

誰もが住み慣れた地域で、生きがいを持ちながら安心して暮らせるよう、地域おけ

る人と人とのつながりを大切し、互いに助け合い、共に支えあうまちづくりを推進

○ 成年後見制度利用支援事業の拡充 131万円

◎ フードバンクの運営等に対する補助 50万円

> NPO法人との協定締結による支援

◎新規、〇拡充
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1 健康で安心して暮らせるプロジェクト

市民の生命や財産を守り、安全・安心な暮らしの実現に向け、都市の安全性を強

化する取組みを推進

○ 木造建築物耐震改修工事等補助金の拡充 763万円

◎ 文化会館の特定天井の改修等 14億9,716万円
・ 水道・下水道施設の耐震化の推進（R5補正予算を含む） 13億2,261万円

◎新規、〇拡充
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２ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト

周産期医療及び保健体制の整備・充実などにより、安心して妊娠・出産ができる

環境づくりを推進

○ 産後ケア事業の拡充 1,123万円

> 利用上限回数を３回から７回へ

> 宿泊型の開始

◎ 先進医療に対する不妊治療助成事業の創設

310万円

◎新規、〇拡充
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２ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト

結婚から育児までの切れ目のない支援により、地域で安心して子育てができる環
境づくりを推進

○ 小児医療費助成事業の対象年齢の拡大 6,206万円

> 中学生から18歳へ

○ 公立放課後児童ホームの対象学年の拡大 4,521万円

> 小学4年生から6年生へ

◎新規、〇拡充
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２ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト

子どもたちの新たな学びのスタイルを構築するとともに、次世代の教育を見据え

た環境整備により、「はだのっ子」の確かな学力向上に向けた取組みを推進

○ 非認知能力等に着目した授業改善としての「学びの基盤プロジェクト」の拡充 672万円

◎ 園小中一貫教育推進のための「乳幼児教育センター」の設置 323万円

○ 民間保育所等における保育士等の配置に対する補助基準の見直し 8,738万円

> １歳児の保育士配置を改善

◎ 公私連携幼保連携型認定こども園移行への施設整備を支援 3億593万円

> ほりかわ幼稚園 令和７年４月１日から

◎新規、〇拡充



8

15

３ 小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト

小田急線４駅周辺のにぎわい創造では、各駅の魅力ある地域資源や特色を生か
し、活力あふれるにぎわいを創造するため、駅周辺市街地における「歩いて楽しい、
歩いて暮らせるまちづくり」に向け、地域と連携して取組みを推進

◎新規、〇拡充

＜秦野駅周辺＞

◎ にぎわい創造に向けた「中心市街地活性化推進計画」策定の取組み 700万円

◎ 観光協会の秦野駅構内への移転に対する支援 4,063万円

＜秦野駅、東海大学前駅、鶴巻温泉駅＞

◎ 弘法山公園の展望デッキ等の整備 907万円

16

３ 小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト

◎新規、〇拡充

＜渋沢丘陵（秦野駅、渋沢駅）＞

◎ 震生湖太鼓橋の架替え １億3,800万円

◎ はだのスポーツビレッジの整備に向けた取組み 2,020万円

＜４駅共通＞

◎ 電子地域通貨の導入 2億2,048万円
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４ 新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト

表丹沢における農林業、観光、文化、歴史、スポーツなど、広範な分野の地域資

源を磨き、つなげ、新たに触れる機会を増やし、本物の魅力を見つけ出せる表丹沢
とすることにより、交流人口や関係人口の増加を図り、地域活性化を推進

◎ 緑水庵の駐車場及び多目的広場の整備等 4,054万円

◎ 羽根森林資源活用拠点（仮称）づくりに向けた経済

波及効果等の検証 858万円

◎新規、〇拡充
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４ 新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト

新市街地ゾーンにおいて、新東名高速道路等のネットワークや地域特性を生か

した新たな雇用の創出につながる企業誘致を推進するための土地利用などの取
組みを進めるとともに、秦野丹沢スマートインターチェンジから市街地へのアクセ
ス性を高めるなど、新東名高速道路開通に伴う新たな人の流れを支えるネット
ワークの形成を推進

◎ 秦野市戸川土地区画整理組合（仮称）への支援 3,900万円

・ 都市計画道路菩提横野線の整備 2億4,886万円

・ 矢坪沢水路の整備 4億4,395万円

◎新規、〇拡充
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５ 新たな日常創造プロジェクト

◎ マイナンバーを活用した「書かない窓口」の導入

422万円

◎ 道路などの地図情報が取得できる「はだのデジタル

都市情報コーナー」の開設 1,520万円

あらゆる市役所業務での積極的なＩＣＴの活用により、スマート自治体への転換や

デジタル化を推進

◎新規、〇拡充
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● 横断プロジェクト「移住・定住活性化プロジェクト」

・ はだの丹沢ライフ応援事業 1億2,845万円

・ 移住お試し住宅「TANZAWA LIFE」「ｍｉｒａｉｅ」の運営 343万円

「住みたい」、「働きたい」、「何度でも行ってみたい」につながる「関係人口」を

創出・拡大

◎新規、〇拡充


